
管
領
上
杉
家
を
相
続
し
た
折
、
そ
の
氏
神

で
あ
っ
た
春
日
大
明
神
を
勧
請
し
た
こ
と

に
よ
る
。
こ
う
し
て
、
林
泉
寺
は
長
尾
家

か
ら
上
杉
家
の
菩
提
寺
と
な
り
、
二
代
目

景
勝
の
代
に
は
秀
吉
か
ら
会
津
百
二
十
万

石
を
賜
り
、
移
封
と
な
っ
た（
慶
長
三
年

〈
一
五
九
八
年
〉）。
し
か
し
、
そ
の
わ
ず
か

三
年
後
、
関
ヶ
原
の
合
戦
の
あ
と
家
康
に

よ
っ
て
米
沢
三
十
万
石
に
減
封
さ
れ
、
菩

提
寺
で
あ
る
林
泉
寺
も
ま
た
、
米
沢
へ
と

移
る
こ
と
と
な
っ
た
。
し
か
し
、
寒
村
の

米
沢
の
地
に
一
二
〇
万
石
の
藩
主
が
移
る

と
な
る
と
、
ま
ず
優
先
さ
れ
る
の
は
家
臣

の
住
ま
い
や
生
活
で
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
、

こ
の
地
に
菩
提
寺
が
建
立
さ
れ
た
元
和
三

年（
一
六
一
七
年
）ま
で
、
実
に
十
七
年
近

く
も
の
歳
月
が
か
か
っ
た
の
で
あ
る
。

　

そ
の
後
、
享
保
十
七
年（
一
七
三
二
年
）

の
火
災
に
よ
っ
て
伽
藍
は
焼
失
し
、
現
在

の
建
物
は
元
文
五
年（
一
七
四
〇
年
）、
八

代
藩
主
宗
房
の
代
に
再
建
さ
れ
た
も
の
で

あ
る
。

景
虎
が
上
杉
家
を
相
続
し
、

藩
の
菩
提
寺
に

　

林
泉
寺
は
、
明
応
五
年（
一
四
九
六
年
）

越
後
国
高
田（
現
、
上
越
市
）の
蜂
が
峰
に

建
立
さ
れ
た
の
が
起
こ
り
で
あ
る
。
長
尾

景
虎（
後
の
上
杉
謙
信
）の
祖
父
能よ
し

景か
げ

が
、

亡
父
重し
げ

景か
げ

の
菩
提
を
弔
う
た
め
に
開
基
建

立
し
た
お
寺
で
、
寺
号
の「
林
泉
寺
」は
重

景
の
法
名
か
ら
定
め
ら
れ
た
。
ま
た
、
山

号
の「
春
日
山
」は
、
景
虎（
謙
信
）が
関
東

綾あ
や

御ご

前ぜ
ん

と
兼
続
が
支
え
た

菩
提
寺
建
立
と
町
づ
く
り

　

米
沢
の
地
に
菩
提
寺
が
建
立
さ
れ
る
ま
で

の
約
十
七
年
間
、
林
泉
寺
は
ど
こ
に
預
け
ら

れ
て
い
た
の
か
。
確
か
な
資
料
は
残
さ
れ
て

い
な
い
が
、
実
は
福
島
県
に「
林
泉
寺
前
」と

い
う
古
い
地
名
が
今
も
あ
り
、
菩
提
寺
再
建

ま
で
の
期
間
、
こ
の
地
に
置
か
れ
て
い
た
の

で
は
な
い
か
と
い
う
説
が
あ
る
。
こ
の
間
、

一
刻
も
早
い
建
立
に
尽
力
し
た
の
が
綾あ
や

御ご

前ぜ
ん

（
仙
桃
院
、
謙
信
の
姉
で
景
勝
の
母
）で
あ
っ

た
。
私
財
ま
で
も
投
げ
打
っ
た
、
そ
の
懸
命

な
る
功
績
を
讃
え
て
、
綾
御
前
に
は
中
ち
ゅ
う

興こ
う

開か
い

基き

の
称
号
が
贈
ら
れ
て
い
る
。

　

一
方
、
米
沢
の
町
づ
く
り
に
敏
腕
を
振
る

っ
た
の
が
景
勝
の
家
臣
、
直
江
兼
続
で
あ
る
。

才
略
に
た
け
た
兼
続
は
、
城
下
町
の
整
備
や

荒
地
の
開
拓
、
治
水
事
業
の
ほ
か
、
産
業
の

開
発
や
学
問
の
興
隆
な
ど
、
あ
ら
ゆ
る
面
で

米
沢
開
拓
の
大
恩
人
と
さ
れ
て
い
る
。「
義
」と

「
愛
」を
重
ん
じ
た
兼
続
が
、
兜
の
前
立
て
に

愛
の
字
を
掲
げ
た
こ
と
は
広
く
知
ら
れ
て
い

る
が
、
こ
の「
愛
」と
は「
慈
悲
」を
意
味
す
る

も
の
で
、
深
い
慈
し
み
の
心
の
表
れ
と
さ
れ

て
い
る
。

　

直
江
家
の
菩
提
寺
で
あ
っ
た
徳
昌
寺
は
、

兼
続
の
死
後
家
系
が
絶
え
た
こ
と
か
ら
廃
絶

と
な
り
、
兼
続
夫
妻
の
墓
は
林
泉
寺
に
移
さ

れ
た
。
し
か
し
、
こ
こ
に
祀
ら
れ
て
い
る
そ

の
お
墓
は
ひ
と
際
立
派
で
、
こ
の
こ
と
か
ら

も
兼
続
が
藩
に
と
っ
て
い
か
な
る
重
臣
で
あ

っ
た
か
を
う
か
が
い
知
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

実
は
、
こ
こ
林
泉
寺
に
は
奥
方
や
子
女
、

縁
者
の
墓
が
多
く
、
藩
主
の
墓
は「
上
杉
家

廟
所
」に
祀
ら
れ
て
い
る
。
こ
う
し
た
経
緯
に

も
、
長
い
歴
史
の
流
れ
の
中
で
、
城
下
の
お

寺
が
歩
ん
で
き
た
時
代
の
重
み
が
偲
ば
れ
る
。

 

（
関
連
記
事
、
裏
表
紙
に
続
く
）

山号額
本堂入口に飾られている「春
日山」の額。龍の彫り物が見事

お手伝いをいただいた松林寺
の杉沼俊徹師（右）と瑞雲院の
中川大悟師（左）

本堂
大河ドラマ「天地人」の人
気から、多くの参拝客が
訪れる林泉寺本堂

本堂奥の間
越後時代の上杉謙信
の書が拓本として飾
られている

直江兼続夫妻の位牌
兼続の法名は達三全智居士。右にはお船
（せん）の方が祀られている

毘沙門天
謙信（当時、長尾景虎）が7歳で林泉寺
に預けられとき、そこで初めて出会っ
たとされる毘沙門天

林泉寺庭園
本堂裏に造られた庭。西方の斜平山を借景した
雄大な造りで、米沢三名園の一つとされる
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